
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 325 

令和 5年度 生命科 

 

教科 数学 科目 生命数学演習α 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用副読本 エクセル 数学Ⅰ＋A （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して自ら考え、解決していくという活動を行います。 

・１年生で学習した数学Ⅰ・数学Ａの基本問題を確実に解けるようになると同時に、プレゼン 

テーション力を身につける。 

・課題を理解し、解決するための方法を考え、実際に解決する。また、解決の方法によりよいも

のがないかということを考え、試していきます。 

 問題集の問題を自分で解いてみましょう。ただ、答えを求めるだけでなく、途中の式も書いて

いきましょう。また、自分で答え合わせをしていき、どの部分の理解が十分できていて、どの

理解の理解が不十分なのか確かめる大切なものです。 

・家庭学習における課題は定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょ

う。 

２ 学習の到達目標 

知識及び技能の面においては、数学ⅠA の基礎的な計算方法や性質等を理解し、使い分けること

ができるようになる。思考力・判断力・表現力等の面においては、周囲に理解されやすい解説を

工夫し、解法の発表などを通して、プレゼンテーション力を向上させる。また、学びに向かう力の

面においては、課題提出などを通じて、数学のよさを認識し自らの知識を活用して新たな課題に挑戦

する力をつける。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式，図形と方程

式，指数関数・対数関数，三

角関数及び微分・積分の考え

についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解す

るとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるように

する。 

数の範囲や式の性質に着目し，

等式や不等式が成り立つこと

などについて論理的に考察す

る力，座標平面上の図形につい

て構成要素間の関係に着目し，

方程式を用いて図形を簡潔・明

瞭・的確に表現したり，図形の

性質を論理的に考察したりす

る力，関数関係に着目し，事象

を的確に表現してその特徴を

数学的に考察する力，関数の局

所的な変化に着目し，事象を数

学的に考察したり，問題解決の

過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察したりする力

を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強く

柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考

察を深めたり，評価・改善した

りしようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

数
と
式 

 

 

４ 章 

 

三
角
関
数 

第１章 数と式 

整式の整理と加法・減    

法 

整式の乗法 1 

整式の乗法 2  

因数分解 1 

因数分解 2 

因数分解 3 

実数 

いろいろな式の値 

不等式 

絶対値の計算 

a: 式に関する用語を理解している。ま

た、多項式の加法，減法，積の計算や展

開，共通因数を括りだす因数分解，公式

を利用した因数分解ができる。そして指

数法則について理解し，指数法則を用い

て単項式の積の計算ができる。 

a: 数量の大小関係を，不等式を用いて

表すことができる。一次不等式や連立 1

次不等式を解くことができる。不等式を

満たす自然数について考えることがで

きる。絶対値を含む方程式や不等式を解

くことができる。 

b:式の展開は分配法則を用いると必ず

できることを理解し，少し複雑な計算も

工夫して行うことができる。また，因数

分解についても適切な方法を判断して

行うことができる。 

b: 実数を数直線上の点の座標として捉

え，実数の大小関係と数直線を関係づけ

て考えられる。実数の絶対値を用いて数

直線上の距離を考えられる。 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
次
関
数 

第３章 ２次関数 

関数とグラフ 

2 次関数のグラフ 

2 次関数の最大・最小 1 

2 次関数の最大・最小 2 

2 次関数の最大・最小 3 

2 次関数の最大・最小 4 

2 次関数の決定 

2 次方程式と判別式 

2 次方程式の利用 

2 次関数のグラフと 2 次方

程式 1 

2 次関数のグラフと 2 次方

程式 2 

2 次関数のグラフと 2 次不

等式 1 

2 次関数のグラフと 2 次不

等式 2 

2 次関数のグラフの応用 1 

2 次関数のグラフの応用 2  

a: ２次関数の最大値，最小値はグ

ラフを用いて考察できることを理

解し，２次関数の最大値，最小値を

求めることができる。与えられた条

件から２次関数を求めることがで

きる。連立 3元 1次方程式を解くこ

とができる。 

a: ２次方程式・２次不等式の解の

意味を２次関数のグラフとの関係

から理解している。２次関数のグラ

フとｘ軸の位置関係を２次方程式

の解を用いて求めることができる。

２次関数のグラフを活用して２次

方程式の解を求めることができる。 

b: ２次方程式の解の公式と判別式

との関係を理解し，解の判別に利用

できる。解がない場合など特別な場

合も含めて，２次関数のグラフを用

いれば２次不等式を解くことがで

きることを理解し，その都度適切な

方法を判断し，２次不等式を解くこ

とができる。 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 

２
学
期 

図
形
と
計
量 

第４節 図形と計量 

三角比 

三角比の相互関係 

三角比の拡張 

三角比の応用 

正弦定理・余弦定理 

平面図形の計量(1) 

平面図形の計量(2) 

空間図形の計量 

a：正弦定理や余弦定理を用いて，三

角形の辺の長さや角の大きさを求

めることができる。2 辺とその間の

角が与えられた三角形の面積を求

めることができる。3 辺が与えられ

た三角形の面積を求めることがで

きる。 

B: 具体的な事象における長さや角

度について，三角比を用いて捉え，

三角比の値からそれらを求めるこ

とができる。3 つある三角比の相互

関係のそれぞれをどのような場面

で用いるか判断することができる。 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 
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場
合
の
数
と
確
率 

第１章 場合の数と確立 

場合の要素の個数 

場合の数 

順列 1 

順列 2 

組合せ 1 

組合せ 2 

順列・組合せの応用 1 

順列・組合せの応用 2 

事象と確率 

確率の計算 

独立試行の確率 

反復試行の確率 

条件付き確率(1) 

条件付き確率(2)／期待値 

いろいろな確率 2 

a: 和集合や補集合について理解

し，その要素の個数を，公式を用い

て求めることができる。 

a: 試行の結果の割合が近づいてい

く値として確率の意味を理解して

いる。 

b: 条件のある組合せの総数や，組

分けの総数について，組合せの考

え方を活用して求めることがで

きる。 

b: 根元事象が同様に確からしいこ

との意味を理解し，例えば 2 個のさ

いころを区別して確率を求めるこ

となどの理由を説明することがで

きる。 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 

３
学
期 

図
形
の
性
質 

第２章 図形の性質 

三角形と線分の比 

三角形の重心・内心・外

心・垂心 

メネラウスの定理とチェバ

の定理 

円周角・円に内接する四角

形・円の接線と弦の作る角 

方べきの定理・2 つの円 

作図・空間における直線と

平面・多面体 

a: 線分の内分，外分の定義を理解

し、三角形の内角，外角の二等分線

について，線分の比や長さを求める

ことができる。 

a: 三角形の外心・内心・重心につい

て理解し，それらの性質を用いて値

を求めることができる。 

b: 2 つの円の共通接線について，そ

の位置関係に関わらず，同じ長さの

別の線分を考えることで長さを求

めることができる 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

デ
ー
タ
の
分
析 

第５章 データの分析 

代表値と四分位数 

分散と標準偏差(1)／デー

タの相関(1) 

データの相関(2)／仮説検

定 

分散と標準偏差(2)／デー

タの相関(3) 

a：四分位数、四分位偏差、分散及び

標準偏差などの意味を理解し，求め

ることができる。散布図を描いた

り、相関係数を求めたりすることが

できる。 

B：データの傾向を読み取り，それぞ

れのデータにあった方法で適切に

表現することができる。データを分

析することで問題を解決し，その結

論および過程について表現するこ

とができる 

C:予習ができているか。 

意欲的に取り組んでいるか。 

基本事項を理解できているか。 

論理的な解答が書けるか。 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

定期テス

ト 

 

 

 

 

課題 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


